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社会福祉法人　日田市社会福祉協議会



日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

令
和
７
年
度
社
会
福
祉
法
人

主な事業計画（概略）

   

一般会計予算

支出合計
469,003千円

地域福祉推進事業
132,904千円

その他の活動による支出
40,134千円

指定管理事業
（保育園）
60,819千円

トレーニング
9,976千円

共同募金事業他
8,210千円 寄付金

3,100千円
補助金
56,378千円

受託金
96,457千円

事業収入
3,772千円

介護保険
162,567千円

老人福祉事業
22,942千円

保育事業
60,541千円

障がい福祉
サービス等

15,266千円

会費4,200千円

介護保険関連事業
176,047千円

障がい者総合
支援事業
16,209千円

指定管理事業（高齢者施設）
22,062千円

収入合計
469,003千円

施設整備等による支出2,642千円

その他2,099千円

施設整備・
その他の活動による収入

41,681千円

＊収支には法人内取引（28,850千円）を含んでいます。

当期資金収支差額
前期末支払資金残高

0円
163,143千円
163,143千円当期末支払資金残高

　
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
過
疎
化
に
伴
う

人
口
減
少
、
核
家
族
化
に
伴
う
家
族
の
介

護
力
低
下
、
地
域
住
民
同
士
の
つ
な
が
り

の
希
薄
化
、
さ
ら
に
は
物
価
高
騰・就
業・

雇
用
情
勢
も
重
な
り
地
域
・
家
族
・
職
場

と
い
う
生
活
圏
域
に
お
け
る
支
え
合
い
が

弱
体
化
し
て
い
ま
す
。
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
、
生
き
が
い
を
共
に
つ
く
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
持
ち
支
え
合
い
な
が

ら
自
分
ら
し
く
活
躍
で
き
る
地
域
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
制
度
の

枠
を
超
え
た
複
雑
で
複
合
的
な
問
題
を
抱

え
る
人
々
の
増
加
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
に
あ
た
っ
て
は
、
公
的
な
制
度
に
基

づ
く
サ
ー
ビ
ス
・
支
援
だ
け
で
な
く
、
助

け
合
い
の
理
念
に
基
づ
く
住
民
の
活
動
に

よ
っ
て
互
い
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
が

不
可
欠
で
す
。

　
本
会
と
し
ま
し
て
は
、
地
域
福
祉
を
推

進
す
る
使
命
の
も
と
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
垣
根
を
超
え
住
民
が
主
体
的
に
生

活
課
題
を
解
決
で
き
る
組
織
・
体
制
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
包
括
的
な
相
談

支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。 基

本
方
針 （
要
約
）

１．地域福祉推進部門
◦地区社協事業、福祉委員活動への支援　
　（ミニデイサービス、子育てサロンなど）
◦生活支援体制整備事業
◦生活困窮者自立支援事業（相談センター）
◦災害ボランティアネットワーク連絡協議会の運営
◦生活福祉資金・緊急援護資金の貸付
◦福祉人材バンク事業（福祉職の就労斡旋）
◦ボランティア・市民活動センター
◦各種相談事業（法律、障害年金）
◦市民健康福祉まつりの開催　
◦手話奉仕員養成研修事業
◦社会参加促進事業（点字講座、音訳、点訳）
◦赤い羽根共同募金運動（10～12月）
◦福祉用具貸与事業（介護保険対象外）
◦納骨堂管理
◦トレーニング指導事業

２．福祉サービス利用支援部門
◦日常生活自立支援事業
◦地域包括支援センターブランチ 
（前津江・中津江・上津江）

３．在宅福祉サービス部門
◦居宅介護支援事業
◦訪問介護事業
◦通所介護事業
◦福祉用具貸与事業
◦介護予防・日常生活支援総合事業
◦障害サービス事業
◦障害地域生活支援事業

１．地域における生活困窮者支援等のための共助の基盤づくり 
（相談者の属性、世代、内容に関わらず、包括的に受け止める体制の整備）
２．ボランティアの育成・活動支援、地域における共助の基盤づくり 

（地域づくりや地域力強化を目指した福祉意識の向上）

４．指定管理部門
◦日田市立おおやまこども園
◦津江高齢者生活福祉センター

重 点 目 標

災害ボランティアセンター模擬訓練 赤い羽根街頭募金

ミニデイサービス
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議
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主な事業計画（概略）

   

一般会計予算

支出合計
469,003千円

地域福祉推進事業
132,904千円

その他の活動による支出
40,134千円

指定管理事業
（保育園）
60,819千円

トレーニング
9,976千円

共同募金事業他
8,210千円 寄付金

3,100千円
補助金
56,378千円

受託金
96,457千円

事業収入
3,772千円

介護保険
162,567千円

老人福祉事業
22,942千円

保育事業
60,541千円

障がい福祉
サービス等

15,266千円

会費4,200千円

介護保険関連事業
176,047千円

障がい者総合
支援事業
16,209千円

指定管理事業（高齢者施設）
22,062千円

収入合計
469,003千円

施設整備等による支出2,642千円

その他2,099千円

施設整備・
その他の活動による収入

41,681千円

＊収支には法人内取引（28,850千円）を含んでいます。

当期資金収支差額
前期末支払資金残高

0円
163,143千円
163,143千円当期末支払資金残高

　社協一般会費にご協力お願いいたします

日田市社会福祉協議会では、「みんなが安心して幸せに暮らせるまちづくり」を目指
して、地域福祉事業に取り組んでいます。地域福祉事業は、市民の皆様からいただい
た会費で行われています。会費は、社協が行う地域福祉事業を支える大きな力になっ
ており、欠かすことのできない財源です。本年度も、地域に必要な活動を行ってまいりますので、
会費へのご理解とご協力をお願いいたします。

社協会費は日田市の福祉活動へ

大切に使われています。

●一般会費　1口　200円　市内の全世帯の方にお願いしています。（自治会に納入いただいています）

福祉・ボランティア団体の活動助成 弁護士相談「社協だより」の発行

HP・SNSの管理・運用

令和7年6月1日　社協だより ひた　第121号 3



▽相談内容
◦仕事がなかなか見つからない…
◦失職して家賃が払えなくなった…
◦借金返済で家計が回らない…
◦税金を滞納していて督促が来る…
◦就職のため生活リズムを直したい…
◦悩みが多く、何から手をつけてよいか
　わからない…など

※相談無料、秘密厳守です。相談員が、あなたのまちへ伺います

ひた生活支援相談センターをご利用ください
生活が上手くいかない…

困り事「巡回相談」のお知らせ

　ひた生活支援相談センターは、生活上の困りごとを抱える方に対し、生活の状況や環境
などをお伺いし、その人に合った生活を一緒に考えます。

　就職や住まい、家計管理などの困りごとや不
安を抱えている方へ、どのような支援が必要
か、支援員が一緒に考えます。
　プランを作成し、寄り添いながら、自立に向
けて支援します。

　離職などで住むところがなくなった方や、住
む場所を失うおそれがある方には、就職活動な
どを条件に、一定期間、家賃相当額を支給しま
す。生活の土台となる住居を整えた上で、就職
を支援します。

　家計状況の「見える化」と根本的な課題の把
握を行い、相談者が自ら家計を管理できるよう
に支援します。状況に応じた支援計画の作成や
関係機関へのつなぎ、必要に応じて貸付のあっ
せんなど、早期の生活再生をサポートします。

　「社会に出ることに不安がある」「他人とうま
くコミュニケーションできない」といった理由
ですぐに職に就くことが難しい方には、6か月
から1年を上限に、プログラムにそって、一般
就労に向けたサポートや就労機会の提供をし
ます。

自立相談支援事業

住居確保給付金
家計改善支援事業

就労準備支援事業
～あなたの支援プランを作成～

～家賃補助額を支給～
～家計の立て直しを支援～

～仕事に就き、経済的自立を支援～

日　程 時　間 場　　　所
6/10㈫ 9：30～11：30 大山総合福祉センター
6/12㈭ 9：30～11：30 天瀬公民館五馬分館
6/16㈪ 10：00～11：30 中津江支所
6/16㈪ 13：00～15：00 上津江支所
6/19㈭ 9：30～11：30 前津江支所
7/10㈭ 9：30～11：30 小野公民館
7/11㈮ 9：30～11：30 五和公民館
7/16㈬ 9：30～11：30 大鶴公民館
7/17㈭ 9：30～11：30 夜明公民館
7/18㈮ 9：30～11：30 東有田公民館

令和7年6月1日　社協だより ひた　第121号4



Ｈ
さ
ん
は
、妻（
40
才
）と
娘（
17
才
）の
３
人
暮
ら

し
で
す
。

Ｈ
さ
ん
は
、自
身
で
飲
食
店
を
経
営
し
て
い
ま
し

た
が
、
令
和
２
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
や
、
そ
の
後
に

続
く
不
況
も
あ
り
、飲
食
店
は
廃
業
に
追
い
込
ま
れ

ま
し
た
。

妻
は
、
夫
の
飲
食
店
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
が
、

夫
が
仕
事
を
失
っ
て
以
来
、家
計
を
支
え
る
役
割
を

担
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
相
談
当
初
は
、パ
ー
ト

を
１
週
間
に
３
つ
掛
け
持
ち
し
て
い
る
状
態
で
し

た
。ま

た
、
娘（
高
校
２
年
生
）は
、
修
学
旅
行
を
控
え

て
い
て
、妻
は
そ
の
費
用
や
今
後
の
進
学
費
用
に
つ

い
て
も
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

Ｈ
さ
ん
は
、
廃
業
し
た
こ
と
で
精
神
的
に
疲
弊

し
、精
力
的
な
就
労
活
動
が
出
来
て
い
な
い
状
態
で

し
た
。
　

友
人
を
通
じ
て
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
生
活
費
の
負
担
は
、
妻
が
担
っ
て
い
る
状
況
で

し
た
…

次
号
に
つ
づ
く

生
活
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー
の

あ
れ
こ
れ
…

②
Ｈ
さ
ん
43
才
の
ケ
ー
ス
　
前
編

☎0973-22-5299
ひた生活支援相談センター

日田市田島2丁目6-1（日田市役所1階）
窓口開設時間　8：30～12：00／13：00～17：00

月～金曜日（祝日・年末年始を除く）
※来所相談は事前予約をしていただけるとスムーズです。

電
話
で
の

ご
相
談
も

受
付
ま
す

相談無料
秘密は
守られます

安心して
ご相談ください

途中参加でも大丈夫です！ 生活の基礎から学ぶ！

令和７年度の就労準備支援セミナーを開催します

◦人付き合いが苦手…
◦自分が出来る仕事がわからない
◦生活リズムがバラバラ
◦働くこと、働き方に悩んでる…
こうした不安を少しでも軽くします

◦体調と気分を整える方法
◦バランスの良い食生活講座
◦日田市内の職場見学・職場体験
◦自宅で続けるストレッチ運動
◦知って得するビジネスマナーなど

このセミナーの目的

募
集
要
項

主なセミナー内容

◦49才未満で、現在無職の方　　◦自身でセミナーに通うことが出来る方
◦セミナーに通う事が不安な方もZOOMでの参加が可能です。
◦令和7年7月2日～令和8年3月4日まで　月2回（水曜日）　計17回実施予定
◦10時から12時（職業体験時は15時）　　◦場所：アオーゼ日田（日田市上城内町）
◦体調に波があり、毎回来れるか不安な方でも参加可能です。

令和7年6月1日　社協だより ひた　第121号 5



　
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
誰
か
を
支
え
、時

に
は
自
分
も
支
え
て
も
ら
う
。

　
そ
ん
な「
お
互
い
さ
ま
」で
つ
な
が
り
、共

に
高
め
あ
う
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
を

地
域
共
生
社
会
と
い
い
ま
す
。

　「
支
え
る
側
」と「
支
え
ら
れ
る
側
」と
い

う
枠
組
み
を
超
え
、
年
齢
や
性
別
・
障
が
い

の
有
無
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、そ
れ
ぞ
れ
が
役

割
を
持
っ
て
支
え
合
う
。

　
そ
し
て
支
え
合
い
に
よ
っ
て
誰
も
が
生

き
が
い
を
も
ち
な
が
ら
暮
ら
し
、輝
け
る
社

会
で
あ
る
こ
と
。

　
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、市
民
の
み
な
さ

ま
が
多
様
な
個
性
を
生
か
し
て
地
域
づ
く

り
に
参
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
か
つ
て
の
地
域
社
会
に
は
、ご
近
所
付
き

合
い
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
あ
り
、そ
の
中

で
周
囲
の
変
化
に
気
づ
い
て
助
け
合
う
と

い
う
人
間
関
係
が
身
近
に
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、現
在
で
は
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
が
本
格
化
す
る
と
と
も
に
、家
族
の
あ

り
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、価
値
観
な
ど
が

多
様
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、絆
が
薄
れ
地

域
社
会
で
の
支
え
合
い
の
基
盤
が
弱
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、個
人
や
世
帯
が
抱
え
る
問
題
は
複

雑
化
・
複
合
化
し
、「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら

良
い
か
分
か
ら
な
い
」「
相
談
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
」と
い
っ
た
相
談
に
苦
労
し
て
し

ま
う
現
状
も
あ
り
ま
す
。

　
誰
も
が
孤
立
せ
ず
安
心
し
て
い
き
い
き

と
暮
ら
す
た
め
に
は
、人
と
人
と
が
つ
な
が

り
、
支
え
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
人
と
の
関
わ
り
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ

る
今
こ
そ
、つ
な
が
り
の
あ
る
地
域
社
会
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
紹
介
し
た
活
動
の
他
に
も
日
田

市
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
力
で
様
々
な

支
え
合
い
活
動
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

支
え
合
う
地
域
社
会
を
目
指
し
て

　地域の中で気軽にお手伝いのできるボランティア活動や支え合いの
学習会、子どもから高齢者まで交流できる機会など地域の「あったらい
いな」を皆さんと一緒になって考えていきます。

花月地域まちづくり協議会移動支援 発足式
花月地域ふれあい交流館ふれあい体操
利用者を対象に４月に移動支援がス
タートしました。

山田町「とぎの会」
山田町で住民主体の移動支援「とぎの会」が2月に発足し
ました。地域の有志が集まり、協議を重ね準備をしてき
ました。

小さなお困り応援隊【石井町２丁目】
令和５年に発足した有償ボランティアグループで
す。現在、10名のメンバーが地域で草刈り等の活
動をしています。

地域の支え合い活動を生活支援コーディネーターがお手伝いします。

連絡先　日田市社会福祉協議会　☎24-7026

令和7年6月1日　社協だより ひた　第121号6



判断能力が不十分な認知症高齢者や知的障がい者、精神障がい者の権利を擁護する成年
後見人等の活動に必要な知識を習得し、権利擁護、地域福祉の担い手となる「市民後見人」
として活動できる人材の養成を目的に開催します。

第8期 市民後見人養成講座 受講生募集

●期　　日　令和7年8月31日～ 11月23日のうち7日間
　　　　　　令和8年1月25日～ 2月22日のうち3日間
●募集人数　15名（受講条件があります）
●内　　容　認知症や知的障がい・精神障がいの理解、社会福祉に関する制度等について
　　　　　　成年後見制度について、成年後見人等の業務内容についてなど
●受付期間　令和7年6月３日～令和7年8月９日
●申し込み　電話またはFAX（定員になり次第締め切ります）
　　　　　　※電話申し込みは、土日祝日を除く午前8時30分～午後5時
●連 絡 先　TEL：0973-24-7026　FAX：0973-24-3452

❶市内在住の20歳以上70歳未満の方
❷成年後見制度及び
　福祉活動に熱意のある方
❸すべての科目を受講できる方

受講条件

●日　　時　令和7年8月9日㈯　
　　　　　　9時30分～ 12時（受付：9時30分～）
●場　　所　市民文化会館「パトリア日田」ギャラリー（福祉・保育）・小ホール（看護）
●対 象 者　福祉・保育・看護の職場に就労を希望する方や福祉・保育・看護の仕事に関心のある

方、来春卒業予定の学生、学校等の進路指導担当者

社会福祉法人日田市社会福祉協議会
日田市福祉人材バンク
TEL：0973-24-7026

日田市こども未来課
子育て政策係
TEL：0973-22-8317

日田市健康保険課
健康支援係
TEL：0973-24-3000

今すぐスケジュールをチェック!

2025年 福祉・保育・看護のしごと 就職フェア 開催!

・福祉施設、病院（看護）との面談が出来ます
・福祉関係資格の相談コーナーを設置
・求職相談、求職登録を受付

◆参加無料　　◆予約不要　◆服装自由　◆履歴書不要　◆入退場自由

福祉部門
申込・
問合せ

保育部門 看護部門

当日ブース訪問で
先着30名様に
記念品を
プレゼント！
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寄付寄付ののお礼お礼
敬称略

　日田市社会福祉協議会に次の方々からご寄付をいただきました。ご芳情
に対し、厚くお礼申し上げます。
　この浄財は、社会福祉事業を推進するために、有意義に活用させていた
だきます。なお、市社会福祉協議会へのご寄付は、所得税の控除対象となり
ます。
＊ご本人の承諾を得て、金額、氏名等を掲載いたしております。

寄付寄付ののお礼お礼

掲　　示　　板
弁護士による無料相談事業

日　程 時　間 場　　　所

7/  2㈬
（受付6/23㈪ 8：30～）

13：00～17：00
 定員8名（先着順） 日田市総合保健福祉センター

8/  6㈬
（受付7/28㈪ 8：30～）

13：00～17：00
 定員8名（先着順） 日田市総合保健福祉センター

※事前に予約が必要です。

▼香典﨤し （令和7年3月16日～ 5月15日 ）
日田本所受付分
●　－　　金子　一徳　亡母 弘子 （丸の内）
●10万円　江嶋　久典　亡父 秀男 （誠和）
●５万円　伊藤　　宏　亡父 健一郎 （石松）
●３万円　長谷部智子　亡母 山口洋子 （上城内）
●20万円　大関晋太郎　亡父 朗 （下井手）
●５万円　石田　久子　亡夫 正威 （北友田１）

上津江支所受付分
●１万円　足達　豊文　亡父 安孝 （川原）

大山支所受付分
●３万円　河津タミ子　亡夫 昭男 （東大山）

天瀬支所受付分
●　－　　竹尾　秀広　亡母 ミツ子 （五馬市）
●５万円　矢幡　浩一　亡母 和子 （湯山）

▼一般寄付等
●100,000円 三和酒類株式会社　日田蒸留所
 「いいちこ日田蒸留所　春の蔵開き」
 杯販売の益金を社会福祉事業へ
●100,000円 二豊街商協同組合　日田支部
 社会福祉事業へ
●14,002円 三河町フリーマーケット
 災害対策準備資金積立へ

▼共同募金
●23,117円 藤蔭高等学校　吹奏楽部
 能登半島地震災害義援金

無料障害年金相談
日　程 時　間 場　　　所

10/30㈭ 13：30～16：00 日田市総合保健福祉センター

※事前に予約が必要です。

夏のボランティア
体験月間のお知らせ

◆夏のボランティア体験月間とは…？
　夏季期間、福祉施設等におけるボランティア活
動を推進し、体験を通して福祉に対する理解を深
め、ボランティア活動を促進するものです。

※ボランティア活動保険代200円を負担いただきます。
　すでに加入済みの方はお知らせください。

●場　　所　日田市内の各施設
　　　　　　（高齢者施設・こども園・
　　　　　　保育園・障がい者施設等）　
●体験期間　2025年7月19日㈯～8月31日㈰
●募集対象　小学生・中学生・高校生・
　　　　　　大学生・社会人
　　　　　　（施設毎に募集基準があります）

問合せ　日田市社会福祉協議会　☎24-7026
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